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鍛砲百合の球割に闘する研究

第8報 ‘特に球根の溌育週期に就いて

S加diesonもhebulb~divison in L・limnl01げiflontJn

Parも3. Especially onもheperiodic development of the bulb 

(Wiぬ Englishresume p. 78) 

田川 隆牢・久保 貞＊＊

Takashi Tagawa and 'I'ada:shi Kubo 

緒言球模植物に関する研究は，比較的古くから行iまれ，特：こ Irmisch,T.に依って，その一般的形態

が記述せられたが， 1920年頃からオラシダに於て，多数の研究者 t),2), 3), II), 17），に依り Hyacinthu目， Nur-

cissus, Tulipa, Convallaria等ヰ就いて，解剖準的見地から組織的な研究が進められ，促成その他の圏整

的}J!求に基礎を輿へた。然るに Liliumlong~lorum に関しては，病理事及び細胞撃の見地から研究が試
みられたに止まり，国翠的要求 4こ基礎付けをなすに足る研究には， Pfeiffer,N. E.12）の報告の詳細きに及ぶ

ものはない。而して百合限栽培上最も重要な移植時期その他に関する理論的，寅験的究明は，その栽培の合理

化上緊要事であることは論を侯たないp 鎖砲百合は琉球列島ピ自生し16),園整的には群馬将、，長野豚にまで栽

培ぜられるが，綿度の北上と共に，球恨肥大度が漸・減ずることの，及び球割環の護生8),10), 15）等によりド技術

的に困難I)·~ふ北海道の栽培に於て，此の要望は最も切質である。

著者等は，球割1こ闘する研究を進めるに際し，球根鼓育に闘し観察を進め，移植時期その他に寄興し得る結

果を得たので，第3報として報告する。質験には var.intmlαγc及び var.~akesiniα を使用した。震育習性

は，球根重量によって多少の相異が見られるから，球隈；士重量別に之を植込み，結果の混同を避庁た。花器形

成に就いては，圏整的な興味はあるが，本報；こは主としてその分化開始に重貼をおき，弐の四段階及び休眠期

に就いて論述する。

(l）分花開始期（Embryonicperiod) 

(2）葉形成期＜..Leaf-formingperiod) 

(3）花器形成期くFlower-formingperiod) 

(4）伸長期及び休眠期くE.xtentionperiod & Dormant period) 

向，本研究は故前川徳弐郎教授の推奨により始められたものであり，叉文部省科皐研究費に負う亡いること

を記して感謝の意を表す。

賞験結果及び考察

1分化開始期：別報9),15）に報じた如く鎖砲百合の地上車業服部には肢芽の分化は見られす＝，

又木子及び鱗室内新生長貼の分化は，通常θ側芽，或は潜伏芽とは粉々異b，その分化K闘し

て生理的興味は大きいが，形態的には分化開始後の経過は，一般不定芽の場合と同様で・あるー

15gm以上の球棋の場合には，仲芽長約2cmtc達した後その分化が始まり iう〉，外面的には膨隆
＼ 

K，内部的には該部の表皮細胞及・び皮府部細胞の細胞質及び核の充質活動と共に，表皮細胞の

法心方向に大さの哨大が見られp ヨえいで外部皮屠部細胞p細胞質及び核の活動は益々旺んとな

り，一群の分裂細胞併を形成する。細胞1l及び核の充貫活動の開始から，との分裂細胞群が生

長黙を形成し，楽の突出を形成する前迄の時期を分化開始期と言ふ。 5gm.以下の重祉の球根は，

発北海道大事良事部植物事致室 牢牢北海道大型農皐部国毒事皐教室
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第1圏分化開始期及葉形成初期， I.分化開始膨陸。 2.fi,} 
2燐片の葉服部に新生長鮎形成を見た~態。 3.4,J宮内方
鱗片の葉般に新生長袖形成せられたるを示す。！大球，2-4

4、木子の例である。 fl.第一尋常葉， st，埜， nb，新球，
SC，最内方鱗Jれ Sp~ 鱗片痕，数字は：及内方よりのJI民位を
示す。
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第2園 球根重計週年鑓イヒ．横軸は月別．縦軸は
球根重量を示す。
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後であり，モの後花器造成は仲長明と共に進められる＠第3闘には8月15日に掘上げ，同月20日

に植込みを行った var. 向k~~ima の分化経過を示した。

埼玉取に於ては， 8月掘上後9月迄の間に花芽の分｛じがみられ， 9月下旬乃至10月に伸長期に入

り花器造成が行はれる。北海道に於ける花芽の分化は，掘上時期即ち地上部消失と密接友関係

を有し， 8月中旬未だ地上部の生育中に掘上げ，主主薬を切断して移植したものに於ては， 9月上

旬乃至中旬既に花芽分！と期に入る。又移植せ宇地上部のみを切除したものに就いても殆んど同

久二、＼／外ぷご＼f?!_ミ＼緑、伊々 、

ノ恥Lベ
／｛.い’信~.

to 

8c曲 10 C血

L同『ーーーー』

第 3圃 黒軸銭砲百合花芽分化過程パ－9月3日， 2-9月10日， 3-9月15日， 4-9JJ 12日，e ラーIQ月1日， 6-10月ラ
8, 7ー 1~〕月！ OB, 8ー10月25Fl' 9-4月18日， 10-4月25Fl c輩出根分化開始時期）， sp鱗片奉lj離痕， bf
球床， r新根，粍数字は窒の伸長度を示す。翠位mm,3,5-IOは同一倍率。

様の結果を得た。、之に反してp 放置して10月迄旺盛な緑薬を地上に残したものに於ては，往々

積雪前に花芽の分化を見泣いととが観察せられた。

4.伸長期：花芽分化後伸長期に入り，花器の造成が進められるが，北海道に於ては，その

初i切に低湿の震に仲長を中止する。 0-3°0では，花器の造成及び輩の仲長は進渉しない。撃

の仲長は，球根重量20gm.以下のものでは，そり重量の減少と比例して遅れ，5gm.以下のもの

で・は鱗片が伸長じて根出葉となるが，輩の伸長は遅い。

北海道に於て， 9月中旬以後掘上移植する場合，個体によりその分化相陀多少の相異を見るが

生長黙頂平のま L越冬するもの，伸長開始直後の欣態で、越冬するもの，時には7-13mmイ中長し

て越冬するもの等がある。従って北海道に於ては，花器形成期及び伸長期は，冬にまたがるo

著者等の質験K依れば，花芽分化及び重仲長の遁湿は，夫々18ー23°C及び9-14。Cであり，

又Z患の仲長及び花器の浩成の遁温は，次第に上昇する傾向がある。 との結果はチユ｛リップと
類似している17）。とれら雨遁湿の前に，尋常葉分化の遁混24-28。Cがある。 4月以降融雲と共

に，常の仲長及び花器各部の浩成がす Lむo従来禁出根の見られる時期に，花芽分化が行はれ

ると考へられていたことはの，恐らくとの花器各部の造成分化が極めて明確となる時期を指し

たものと思はれる。斯くの如く特殊の場合を除き，北海道に於ても，花芽分化は積雪前に行は

れ，仲長期に入クて越冬するのであづて， Pfeiffer,N. E. (1935）の場合の0-3°Crc貯蔵された

ものと，殆んど同様のJ{た態にあると考へられる。 － 

5.休眠期：一般に地上室の拠色枯死後，鱗輩は休眠胡に入ると考へ．られてゐるがの，7),

上記に依って，！被密には正営で友いととが明かで、ある。即ちその時期K，尋常薬及び花芽の分

化が見られ，鱗室内に於て玄の伸長が進められている．倫休日民のー判定法とせられる根の分化

及び伸長に就いてはの， 1,2, 3月を除く各月に掘下調査した結果によれば，殆んど常時棋の分

76 



Vol. 18, Pt. 3-4 Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc. December, 1949 

化及び仲長が行はれ，積雪期間中にもその伸長が見られた9 従って向後的体II民は判別し得ない。

著者等の賓験によれば， Rfeiffer,N. E. 12）も報じた如く， 0-3° c K於ては室仲長は殆んど進
捗し左いが，北海道に於て深度5-lOcmの地温が，それに相賞する期聞は， 12月から融雲期tc.Et

る期間である（北海道大事農事部西側露地に於ける測定，末愛表資料による〉。

上述。生育相に件ム遁湿の黙からみるも，北海道に於げる百合根栽培には， 8月下旬掘上移植

の必要が考へられる，

摘 要

1. 本研究は，銭砲百合球根の護育経過を明かにし，栽培，促成及び抑制に関する基礎的資料

を得る目的を以て，主として球根登育の形態串的観察を行ひ，併せて各時期の適温を寅験的に

確めたa

2. 球棋の主要生育期聞は，分化開始期，薬形成期，花器形成期及伸長期の四階段に分けら

オじる．

3. 分化開始期は，北海道に於ては多く 4月であり，仲芽2-4cmの時期に見られる。

4. 新生長黙の分化後，直ちに葉分化期に入り，分化された葉θ鱗11・として肥大する。 8月
中旬以後K尋常葉の分化が見られる，とれが薬分化期の末期である。

5, E頁芽が葉芽から花芽へ特移する時期は，北海道では 9月或は10月に見られるo とれはそ

の掘七げ及び移植時期と特接友関係を有する。

G. 尋常葉形成の適温は，比較的高く 24-38°0で、あ小花芽分化及び仲長開始の、適温は，夫

々18-23°0及びg_14ooであるa仲長の遡温は，仲長の進むに件、って高温となる。 0-3° 0で

は殆んど全く仲長を中止するO

7. 芽及根の分化仲長に関する観察Kよれば，自愛的休眠は見られたい。他設的休眠は，北

海道に於ては12-3月の間にあると考へられるo

8. 各生育期の適温が明かとえ主り，促成及び抑制！怠理K理論的根擦を輿へ得た。 10°0内外の

低温は，花芽分化後に奥へねばならぬ。
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R e s u m e 

The culもivationof Liliimi longiflo1rU1n in the northern clim抗esis suffered from the 

following two ractica.l factors, namely，色bereducもionof growth and出eoccusrence Qf double-

nosed bulbs, owing ho出句もhelowもempern.turein出品 region.In order to obtain some fund-

a皿.en旬linform a色ionsfor the solution of these problems, in the present investigation the 

normnl phases of the development of the bulbs we;re studied usingもwo,・aneti es ( v町. ins'lllare 

and var. tαkesimα）制 materinls‘Thedevelopmental phase covering the range of bulb initiation 

to the differentiation ofもheflowet may be divided inむo four periods; namely, embryonic, 

lenf-formin~， flower-forming and ex胎凶ionperiods. 

The commencement of出eembryonic period was recognized on April in Hokkaido，川色；he

time of 2-4 cm bud length, forming the new bud in the axil of也escale leaf. The leaf-form-

-ing period appeared about 10 days after of it and contiuuedもoSeptember. After凶eformation 

of foliage leaves (op色.temp. 24-28~0.), the differentiation of flowei: bud (opも．臼mp.13-18。c.)

has happened 抗 earlyin_ October, and atもhesame time slow elongation of出台 Sもemwas reco・

gnized. B1~t this elongation of the s胞m,of which opti mu叫旬mpernもurewas 9-14。C. at their 
primary stage, has stopped by low temper川ureof winもer. Accordingもoour observations, the 

restiJlg period of Li li'llm longiflorum bulb was not a民certn.ined.

Judging from our e玄perimentalresults, it seemed reasonable to plnnts the bulb afte1・ the 

flower bud differen抵抗ion.In Ho法aido,however, the affair is more complicated, concerning 

wi也もhetemperaもureatもbn.ttime and the roo七differentiationin the bulb. When concerning the 

root-and the bud differentiation, i七 issuitable加 digup duringもhegreen t.errestri al 前emand 

plantsもhebulb in the field n.t the ln.~ in August in Hokkaido. When もheformation ofもhe

foliage-leaves was recognized af加rdigging up，出ebulb should be planted as easly as possible 

While iu the souもhern climates，もhereis no occasion ・for so haste n.sもothe no1thern one. For, 

the time [.if planting should 1 e determined according toも，hetempernture and the phase of出e. 

bulb develop:pi引1七．

78 


